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固体フォトクロミズムと単分子白色発光材料への応用
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分子内水素結合の切り替えによる固体多色発光材料を開発した．
励起状態分子内水素結合が可能な有機材料BTImPは、benzothiazole (BT) と imidazole (Im) 環がフェノールの2,6位で
縮合した発光性材料である。 酸－塩基反応により分子内水素結合の切り替えが生じると、BTImP 分子の発光色が緑か
らオレンジの間で変化する。BTImP 分子のプロトン化状態は外部環境に敏感であり、ナフィオン膜中で青～オレンジの発
光を示すと同時に、励起波長を選択する事で白色発光も可能であった。
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